
◎くわしくは市のホームページに掲載しています。

平成30年７月分

市交際費の支出状況
◆日時／ 9 月20日㈭　13時30分～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ9

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
東
部
校
9
年

　平

　裕
志
さ
ん
（
東
多
久
町
）
で
す

た
い
ら

ゆ
う
し

今月の論語

朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る

　
　
　
　
　
亦
楽
し
か
ら
ず
や

と
も

ま
た

友達がひょっこり遠くから
訪ねてきた。こんなに楽し
いことはない。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
土
を
耕
し
、心
を
耕
す
」
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健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦
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甲子園優勝　柿木選手の活躍光る 市長　横尾  俊彦

江
戸
か
ら
明
治
へ
〜
肥
前
た
く
幕
末
維
新
百
五
十
年
〜 

（
三
）
戊
辰
戦
争
関
連
絵
図

　
江
戸
時
代
末
期
、
慶
応
四
（
１
８
６
８
）
年

五
月
末
、
十
一
代
領
主
多
久
茂
族
は
、
約
４
４

０
名
の
兵
を
率
い
て
伊
万
里
港
か
ら
出
港
し
、

東
京
品
川
に
到
着
し
ま
す
。
六
月
中
旬
か
ら
野

州
（
栃
木
県
）
に
向
か
い
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ

ま
す
。八
月
下
旬
に
白
河
街
道
を
西
北
へ
進
み
、

会
津
若
松
に
至
り
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を

使
う
な
ど
、
九
月
下
旬
ま
で
戦
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
佐
賀
藩
は
主
た
る
街
道
沿
い
の
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
右

上
の
絵
図
（
多
久
市
郷
土
資
料
館
蔵
）
に
は
、

会
津
西
街
道
の
様
子
が
く
わ
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。
絵
図
（
左
上
）
に
は
、
東
岸
に
「
此
所

賊
徒
棧
ヲ
落
ス
仍
チ
大
炮
引
ガ
タ
シ
」「
此
所

賊
關
門
ヲ
立
ル
」川
中
に「
筏
渡
二
十
人
乗
」「
川

幅
三
十
間
位
」「
此
所
橋
焼
失
ノ
ヨ
シ
」
な
ど

と
記
さ
れ
、
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
慶
応
四
年
（
九
月
改
元
）
明
治
元
年
頃
の
激

動
期
を
示
す
絵
図
で
す
。 

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井

　伸
幸

ふ
じ
い

の
ぶ
ゆ
き

た

く

し
げ

つ
ぐ
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　現
在
の
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光
市
鬼
怒
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温
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▶
絵
図
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縮
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図
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　東
は
那
須
塩
原
市
、
矢
板
市
、

　塩
谷
町
、
東
南
は
さ
く
ら
市
、

　西
は
日
光
市
付
近
（
現
在
の
市
名
）

▶
絵
図
（
縮
小
図
）

　東
は
那
須
塩
原
市
、
矢
板
市
、

　塩
谷
町
、
東
南
は
さ
く
ら
市
、

　西
は
日
光
市
付
近
（
現
在
の
市
名
）

「
忘
れ
ら
れ
な
い
教
訓
」

　

歓
声
と
水
し
ぶ
き
の
プ
ー
ル
。

　

車
椅
子
で
球
技
を
こ
な
す
中
学

生
の
Ｍ
君
と
Ｙ
君
は
、
胸
板
と
上

腕
筋
が
発
達
し
て
い
て
、
下
肢
に

ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ

せ
た
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
で
は
車

椅
子
か
ら
降
り
、
動
か
な
い
下
肢

を
引
き
ず
り
上
腕
の
力
だ
け
で
階

段
を
よ
じ
登
る
。
痛
々
し
か
っ
た
、

足
裏
が
傷
む
ほ
ど
ざ
ら
つ
く
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
階
段
と
床
に
肌
を
こ

す
っ
て
い
る
の
だ
。

　

目
が
釘
付
け
に
さ
れ
て
い
る
間

に
、
意
気
揚
々
と
水
に
飛
び
込
ん

だ
。
す
る
と
、
車
椅
子
か
ら
降
り

る
と
驚
く
ほ
ど
小
柄
だ
っ
た
彼
ら

が
、
途
端
に
い
つ
も
の
逞
し
さ
で

グ
イ
グ
イ
泳
い
で
遠
く
へ
行
っ
た
。

　
〝
で
き
な
い
こ
と
〟
へ
の
同
情
よ

り
、〝
で
き
る
こ
と
〟
を
伸
ば
す
教

育
姿
勢
へ
、
若
か
っ
た
私
を
変
え

た
夏
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
忘
れ
ら

れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。

�

教
育
長　

田
原　

優
子

2018. ９ 1616

教
　
育

◆
年
号
が 

変
わ
る
期
待
の 

新
時
代西

山
　
残
月

◆
破
ら
れ
る 

た
め
に
作
っ
た 

新
記
録

松
下
　
　
修

◆
容よ
う

赦し
ゃ

な
く 

地
面
を
た
た
く 

ゲ
リ
ラ
雨

高
塚
ち
か
こ

◆
天
国
へ 

遅
刻
す
る
気
の 

医
者
が
よ
い

大
谷
　
　
和

◆
近
道
と 

思
っ
て
辿た
ど

る 

迷
い
道

古
井
の
ぶ
こ

◆
梅
雨
明
や 

項う
な
じ

に
痛
き 

日
の
光

倉
成
　

二

◆
山
門
を 

抜
け
る
風
音 

沙さ

羅ら

の
花富

樫
　
明
美

◆
風
鈴
の 

音
に
癒
さ
る
る 

夕
べ
か
な

中
嶋
　
清
子

◆
頂
い
た
だ
き

の 

未ま

だ
見
え
て
ゐ
る 

梅
雨
の
霧き
り

武
富
　
律
子

◆
ぽ
ん
ぽ
ん
と 

蓮
開
く
音お
と 

や
さ
し
か
り

お
お
や
　
は
な

◆
目
に
し
み
る 

汗
ふ
き
な
が
ら 

土つ
ち

起お
こ

す

小
さ
き
畑
も 

老
い
に
手
ご
わ
し

川
浪
　
信
子

◆
「
こ
ん
に
ち
は
」 

の
前
に
「
暑
い
」
が 

先
に
出
る

気き

　ち
が狂
ひ
の
ご
と
き 

日
照
り
続
き
て

本
村
　
則
子

◆
わ
れ
の
身
は 

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を 

願
う
て
も

は
た
し
て
天
は 

ゆ
る
し
給た
も

う
か

福
島
那
智
子

◆
西
郷
と 

大
久
保
タ
イ
プ 

ど
っ
ち
が
好
き

日
曜
八
時 

ド
ラ
マ
の
後
で

梶
原
恵
美
子

◆
決
め
た
ん
だ 

今
を
大
事
に 

生
き
て
ゆ
く

結
果
は
い
つ
も 

シ
ン
プ
ル
で
い
い

野
﨑
　
隆
幸


